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　小脳虫部低形成を伴う13－tris・my症候群を経
験したので、全身の奇形を検索すると共に、とく
に小脳虫部の組織形態を中心に検討した。
【症例】生後7日女児、胎齢37週と5日、2632g。
在胎30週に胎児エコーで後頭蓋窩正中嚢胞を認め
るも自然分娩にて出生。外表多発奇形、心室中隔
欠損症があり、頭部CTで小脳形成不全症が疑われ
た。染色体検査により13－trisomyと診断された。
出生時より呼吸困難が認められたため、直ちに保
育器内で40％酸素投与を行うが自発呼吸はなく、
生後7日目に死亡した。【病理学的所見】外表奇
形としては口唇裂・口蓋裂、両側の小眼球症、大
泉門部付近の面皮の一部欠損、耳介の変形・低位、
踵骨の突出、上顎骨の上昇、両手の拘縮性変形お
よび第3と4指の重複がみられた。内臓奇形は心
房中隔欠損、心室中隔欠損、点線発育不全、双角
子宮がみられた。神経病理学的所見では大脳の脳
回形成がやや不規則で、嗅球・嗅索は欠損し、割
面では脳梁の低形成もみられた。小脳は全体に低
形成で、とくに小脳虫部の低形成、後頭蓋窩正中
嚢胞（？）、小脳歯状核の形成不全がみられた。組
織学的所見では小脳虫部には著明な低形成、両側
小脳半球間の腹側底部正中に穎粒細胞あるいはプ
ルキソエ細胞に類似した未熟な神経細胞と神経膠
細胞が不規則に集塾した異所性未熟神経組織
（heterotopia）が認められた。同様なheterot－
piaが小脳白質内にも多巣性に認められた。
【考按】13－trisomy症候群とDandy　一Waiker症候
群との合併症例は極めて覧れであり、最近10年間
に国内外で数例が報告されているのみである。13
－trisomy症候群では大脳に全前脳胞症などの正
中奇形がよくみられるが、本例では嗅球・嗅索の
欠損を除くと大脳に粗大な正中奇形は認められず、
小脳において高度の正中奇形がみられた。従って、
染色体異常症と正中奇形の関係を研究する上で、
本例は大変興味深い症例であると考えられた。
　【はじめに】走査型プローフ顕微鎌㎝㎏P曲e㎡mmpe；
SPM慧センサーを変える事により色々な物理量を観劃できる。
SPMの代表的な原子間力顕微鏡喚㎡cfo鵬m㎞）sα）pe；AFPtゆは細
胞の動態を分解能ナノメートルのオーダーで局所的に把握で
きる様になった。今回、培養した血管内皮細胞を用いた浸透
圧変化に伴う、細胞の膨張・収縮状態を上下運動を観測した。
　【装置】本実験に於いて用いた装置は既存のAR鴇こ光学顕
微鏡を組み込んで、円筒型圧電アクチュエータを利用したマ
イクロXYステージを採用し、α＝Dカメラによるサンプル観察
で位置決めをした。　Al・M観測時、カンチレバー尖端の探針
を試料表面に近づけると、探針は10㎜に接近すると両者の間
でファンデルワースカによる引力が働き、試料に引きつけら
れる。これより接近するとパウリの排他律による斥力が働き
両者間は離れる。この様に動くカンチレバーの変位をYlilkにと
りXlll山に試料のZiPdr．方向の変位量を取ってプロットしてフォース
カーブを観測して細胞の上下運動を計測した。
　【内皮細胞の浸透圧変化による膨張】ヒト大動脈内皮細
胞（クラボウ）をφ玉㎜の培養用舳圃Cα91こ継代培養
し、dh底面に接着している細胞を用いた。培養液をPBSにて
洗浄後、PBS　5　m｝雛hに置換して実験した。　AFMのカンチレバー
尖端は細胞質上に設置し、細胞膜の高さを測定した。測定開
始約4分後に刀2濃度のPBSをa5mlを添加し、浸透圧を変化さ
せた。その後4，　12分のZ点での細胞膜の高さをフォースカーブ
の変化より計測した。1内皮細胞はPBSにて培養時、29弓51m
の変化を認めた。2内皮細胞は1／2濃度のPBSを添加後、約4
分間で、約20α呵膨張したが、その後はやや縮ノ」噸向を示した。
3細胞の膨張量はカンチレバー尖端を細胞の核近辺に設置し
た時に大きく、遠位に設置すると、小さい傾向を認めた。
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